
◇会場	 東京大学　本郷キャンパス　福武ホール・教育学部棟・赤門総合研究棟

◇受付	 6 月 1 日（土）13：00 ～	 教育学部棟 1階

	 　　	 6 月 2 日（日）					9：30 ～	 　　　〃

◇参加費　	 一般・大学院生　	 1,500 円　※大学院生は学会員のみ 500 円（学生証提示）

	 	 大学生（学生証提示）			1,000 円　
　　　※昼食は各自でご準備ください。学内に食堂・売店（受付に学内マップを準備しますので
　　　　ご活用ください）、近くにコンビニ・飲食店有。

【各地の研究集会】

◎東北・北海道研究集会　　　　　　　	 ６月				８日（土）・９日（日）
　（札幌学院大学）　　

◎東海・北陸地区社会教育研究集会　					 ６月２３日（日）
　（愛知教育大学）

◎関	西	研	究	集	会	　　　　　　　	 	 ６月２９日（土）
　（関西大学）

◎中国・四国地区社会教育研究集会　　			 ６月２９日（土）
　（高知大学）

◎九州・沖縄地区六月集会　　　　　　　	 ６月２９日（土）・３０日（日）　
　（佐賀大学）

6月 1日
（土）

13：00 ～ 13：30 ～ 16：30 16：45 ～ 18：15 18：30 ～

受付
プロジェクト研究
「高齢社会と社会教育」
「『学習の自由』と社会教育」

研究倫理
研修会 全国理事会

6月 2日
（日）

9：30～ 10：00 ～ 13：00 13：00 ～ 14：00 14：00 ～ 16：30

受付
プロジェクト研究
「ワークライフバランス時代に
おける社会教育」

昼食 ラウンドテーブル
①～④

	 2019 年 6 月 1 日（土）13：30 ～ 18：15 （受付 13：00 ～）

         6 月 2 日（日）10：00 ～ 16：30（受付   9：30 ～）
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日本社会 教育学会六月集会　　　　　　　　　会 場：東 京大学 本 郷キャンパス
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【第 1 日　６月１日（土）】

プロジェクト研究　	「高齢社会と社会教育」	 -----------------------------------------------------					13：30 ～16：30

テーマ　 「高齢社会における社会教育研究」
司　会　 佐伯　知子（大阪総合保健大学）、荻野　亮吾（東京大学）
報告Ⅰ　 「高齢社会における社会教育研究の課題：研究テーマ設定の趣旨」　　
   堀　薫夫（大阪教育大学）
報告Ⅱ　 「公私協働による地域づくりと高齢者の学習」
   辻　浩（名古屋大学）
コメンテーター　　久保田　治助（鹿児島大学）

プロジェクト研究　	「『学習の自由』と社会教育」---------------------------------------------		13：30 ～16：30
テーマ　「九条俳句訴訟判決の到達点と課題」
司　会　 安藤　聡彦（埼玉大学）　
発　題　 長澤　成次（千葉大学名誉教授）
報告Ⅰ　 「九条俳句訴訟判決の到達点と課題」
   久保田　和志（埼玉中央法律事務所）
報告Ⅱ　 「九条俳句訴訟と船橋事件の最高裁判決」
   塩見　昇（大阪教育大学名誉教授）
報告Ⅲ　 「公民館研究から見た９条俳句訴訟判決」
   上野　景三（佐賀大学）

研究倫理研修会				---------------------------------------------------------------------------------------------------------------　16：45～18：15
テーマ　「研究者と実践者（現場）の関係性を問う―質的研究をめぐって」　
司　会　 髙井　正（立教大学）
第 1 部　講演「調査される側の人びとは調査する側の人たちをどう観ているか？
  　　　―ある若者支援ＮＰＯの経験から―」
   講師　滝口　克典（ぷらっとほーむ共同代表）
第 2 部　鼎談・対話形式の質疑応答
  　　 滝口　克典（ぷらっとほーむ共同代表）、安藤　耕己（山形大学）
  　 ファシリテーター　秦　範子（都留文科大学・非常勤）

【第２日　６月２日（日）】

プロジェクト研究	　「ワークライフバランス時代における社会教育」		-------	10：00 ～13：00
テーマ　「社会教育はワークライフバランス時代にどのような意義を持ちうるか（２）
  オルタナティヴな生活世界の営みに学ぶ」
司　会 井口　啓太郎（文部科学省）、橋田　慈子（筑波大学大学院）　　
報告Ⅰ　 「社会教育がワークライフバランスを論じることの意味」
   大高　研道（明治大学）
報告Ⅱ   「“ マイペース酪農 ” にみる仕事と暮らし―バランス論を超えて―」
   河野　和枝（元・北星学園大学）
報告Ⅲ　 「ハンセン病回復者の存在論―ワークライフバランス時代の “ ライフ ” を問う―」
   小林　洋司（日本福祉大学）
コメンテーター　　 阿比留　久美（早稲田大学）



ラウンドテーブル　　------------------------------------------------------------------------------------------------------------　14：00 ～16：30

①	「社会教育法 70年と社会教育法制をめぐる課題」
 コーディネーター  長澤　成次（千葉大学名誉教授）、姉崎　洋一（北海道大学名誉教授）
 報　告　　　　 　姉崎　洋一（北海道大学名誉教授）、越村　康英（千葉大学・非常勤）
   　金子　淳（桜美林大学）、山口　源治郎（東京学芸大学）

②	「	子ども支援における「社会教育的支援」の実践と課題⑷」
 コーディネーター   生田　周二（奈良教育大学）
 報　告  　川野　麻衣子（北摂こども文化協会）、井上　大樹（札幌学院大学）

③	「障害者と社会教育をめぐる話題提供」
 コーディネーター   井口　啓太郎（文部科学省）、池田　法子（足利短期大学）
   　小林　洋司（日本福祉大学）、島本　優子（徳島市役所）
   　橋田　慈子（筑波大学大学院）、松田　弥花（高知大学）、向井　健（松本大学）
　話題提供 　正木　遥香（大分大学）、丸山　啓史（京都教育大学）
　コメンテーター 　津田　英二（神戸大学）

④	「人口減少社会における住民の学習権保障に向けた社会教育財政構造に関する研究」
 コーディネーター   田開　寛太郎（松本大学）
　 報　告  　石山　雄貴（学習院大学）
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【会場のご案内】

　・会　場：東京大学本郷キャンパス　福武ホール・教育学部棟・赤門総合研究棟
　　　　 （〒 113-0033　東京都文京区本郷 7-3-1）　 　
　・連絡先：牧野　篤（東京大学）　TEL：03-5841-3972（李）／ E-mail：todaijune2019@gmail.com
　・アクセス：東京メトロ　丸の内線「本郷三丁目」駅徒歩 8 分／大江戸線「本郷三丁目」駅徒歩 6 分

　　　　  　 千代田線「湯島」駅または「根津」駅徒歩 12 分／三田線「春日」駅徒歩 10 分
 　　　   　南北線「東大前」駅徒歩 15 分

                    　※キャンパス内には駐車スペースがありません。なるべく公共交通機関をご利用ください。

2019 年度　日本社会教育学会六月集会・研究集会

大江戸線
本郷三丁目駅
丸の内線
本郷三丁目駅

千代田線
湯島駅千代田線

根津駅

南北線
東大前駅 至		三田線

						春日駅
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東北・北海 道研究集会　 　　　　　　　　　　　　　　　　会 場：札幌学院大学   

6 月 8 日（土）13：10 ～ 17：30
6 月 9 日（日）9：30 ～ 16：00

困難を抱えた人を取り残さない地域づくりと学び 
 ―オルタナティブな地域再生と教育のしくみ―

◇プログラム：

　６月 8 日（土）13：10 ～ 17：30

 シンポジウム「困難を抱えた人々を取り残さない地域づくり」

       【札幌学院大学人文学部公開講座共催】

 報告Ⅰ 「市民活動から広がる義務教育保障の仕組み」

   中澤　八榮（仙台に夜間中学をつくり育てる会代表）

 報告Ⅱ 「どんな若者でも胸を張って生きられる地域づくり」

   冨田　直和（北海道八雲町若人の集い（元）事務局長）

　6 月 9 日（日）9：30 ～ 16：00　自由研究報告

◇会場：札幌学院大学 D 館 202 教室（8 日）・A 館（9 日）

 （住所：〒 069-8555 北海道江別市文京台 11）

◇アクセス：

・札幌駅から JR 利用、大麻（おおあさ）駅下車（江別、岩見沢方面行き・快速 12 分）、徒歩 10 分

・新千歳空港駅から JR 利用、新札幌駅下車（快速 30 分）、JR バス・夕鉄バス利用、札幌学院大学正門前（約

10 分）

※よさこいソーラン祭りの開催期間中のため、宿泊等については早期予約をお勧めいたします。

◇連絡先：井上大樹（札幌学院大学人文学部）

　TEL：090-9086-9773 ／ 011-386-8111（内線 5003）　　

　E-mail：hiroue1976@yahoo.co.jp
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東海・北陸地区社会 教育研究集会　 　　 　　　　　　　　会 場：愛知教育大学

６月 23 日（日）10：00 ～ 16：30

子どもの権利条約 30 周年と子どもの貧困

◇プログラム：

　【午前の部】　 基調報告「子どもの権利条約 30 周年と子どもの貧困」

　  報告者：望月　彰（名古屋経済大学）　

　  指定討論者：野尻　紀恵（日本福祉大学）

【午後の部】　 事例報告「子どもの貧困と社会教育（仮）」　

　愛知県高浜市、子ども・若者の自立支援に取り組む NPO 法人いまから（愛知県豊橋市）、外国籍の子ども

への支援に取り組む NPO 法人トルシーダ（愛知県豊田市）、子ども食堂などの取組についてご報告いただき

ながら、子どもの貧困問題の解決に向けて社会教育ができることについて考えます。

 ◇会場：愛知教育大学 第一共通棟 303（3 階）

 （住所： 〒 448-8542 愛知県刈谷市井ヶ谷町広沢 1）

◇アクセス：名鉄知立駅北口から名鉄バスで約 20 分 愛知教育大前下車徒歩 3 分　

　https://www.aichi-edu.ac.jp/files/haitizu_170620.pdf

◇連絡先：中山　弘之（愛知教育大学）

　TEL：090-8957-2513　　

　E-mail：hiroyuki@auecc.aichi-edu.ac.jp
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第 43 回 関西研究集会　 　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場：関西大学

6 月 29 日（土）10：00 ～ 16：30

対話を生み出す場づくり ―社会教育の新たなパラダイムを求めて（その２）

　2018 年度は、「対話を生み出す場づくり」について、対話が求められる背景、社会教育における対話の位置

づけ、対話をめぐる３つの側面の実践（テーマと対話、居場所と対話、コミュニティと対話）と対話を進める上

での工夫について検討した。その中では、対話のもつ学習の本質に関わる側面、つまり相互作用的な対話が認

識形成、自己理解や自己決定を促すとともに相互理解、合意形成に資する側面などを学びあうことができた。他

方、異質性の高い地域や場、権力関係のある場、そして匿名性の高い SNS の場などでの対話の「難しさ」につ

いても意見が出された。2019 年度では、上記の議論を踏まえたパート 2 として、対話の役割と難しさを検討し、

その難しさに向き合おうとする実践に焦点を当てる。

◇プログラム：

　午前の部　鼎談「対話の困難に向き合う社会教育」

  生田　周二（奈良教育大学）

  藤田　美佳（（公財）奈良市生涯学習財団 月ヶ瀬公民館）

  阿久澤　麻理子（大阪市立大学）

　午後の部　事例報告……対話の困難を乗り越えようとしている実践をめぐる事例検討（タイトルはいずれも仮題）

　　報告Ⅰ　「地域学校協働活動における対話型の AI マネジメントでの対話の進め方と困難との向き合い方」

   三宅　基之（地域の学び推進機構、NPO 法人奈良地域の学び推進機構 )

　　報告Ⅱ　「『対話を通して “ 人権教育 ” に出会いなおす』の企画・実践から見えること」

   朴　君愛（（一財）アジア太平洋人権情報センター（ヒューライツ大阪））

　　報告Ⅲ　「多様な当事者性をつなぐ ESD 実践の挑戦」

   清野　未恵子（神戸大学）

◇会場：関西大学 千里山キャンパス　100 周年記念会館

 （住所：〒 564-8680 大阪府吹田市山手町 3-3-35）

◇アクセス：

　阪急電鉄「関大前」駅 南口下車　徒歩約 5 分

＊ G20 大阪サミット開催に伴う交通規制が 6 月 27 日
～ 30 日にありますので、余裕をもってご参集ください。

＊終了後、関西大学千里山キャンパス正門前「チルコロ」
にて、交流 ･ 懇親会を開催します（会費制。要事前
申し込み）。

◇参加費　500 円（資料代）　学生 ･ 院生は無料

◇連絡先：田所祐史（京都府立大学）

　〒 606-8522 京都市左京区下鴨半木町 1-5　

　TEL：075-703-5325 ／ 090-7263-1310

　E-mail：tadokoro@kpu.ac.jp
地図中心部やや上方の「Ｅ」が 100 周年記念会館

（阪急電鉄「関大前」駅 南口 下車）
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第 20 回中国・四国地区社会 教育研究集会　　　　　　　　会 場：高知大学

6 月 29 日（土）13：30 ～ 18：00　　

自立的な教育学習文化環境の創造～今後の 20 年を展望して～

◇プログラム：

　 報告Ⅰ 「高知県における『学校地域協働活動』の広がり」

   川上　確也（高知県教育委員会生涯学習課課長補佐）

 報告Ⅱ 「子どもの発達支援を核とした地域における学習環境の創造」

   川田　米實（社会福祉法人ぷらうらんど理事長）

 報告Ⅲ 「春野市民図書館 20 年の歩みとその記念誌づくり」

   逸見　季世、川田　真由美、辰己　有里（記念誌編集委員）

   斉藤　雅洋（高知大学）

 課題提起・コーディネーター： 内田　純一（高知大学）

◇会場：高知大学地域協働学部（朝倉キャンパス）会議室１

 （住所：〒 780-8520 高知市曙町 2-5-1）

◇アクセス

○高知龍馬空港から : 車で約 45 分。空港バスで約 35 分「はりまや橋」下車→路面電車で約 30 分「朝倉」下車。

○ JR 高知駅から：車で約 20 分。JR 土讃線下り15 分「朝倉駅」下車徒歩 3 分。

○高速道路から：伊野ＩＣから　車で約 10 分。

◇連絡先：内田純一（高知大学地域協働学部）　

　TEL：088-844-8940

　E-mail：uchida@kochi-u.ac.jp
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九州・沖縄地区六月集会　 　　　　　　　　　　　　　　　　　会 場：佐 賀大学

6 月 29 日（土）13：30 ～ 17：00
6 月 30 日（日）10：00 ～ 12：30

公民館・コミュティセンター職員の専門性と養成・研修　
－社会教育士の創設を見すえて－

◇プログラム

　6 月 29 日（土）13：30 ～ 17:00

　　 司　会　松田　武雄（中村学園大学）

　　 報告Ⅰ 「公民館・コミュニティセンター職員の専門性と養成・研修」

　　　   上野　景三（佐賀大学）

　　 報告Ⅱ 「佐賀市における公民館職員の相互学習と力量形成」

　　　   田中　真由美（佐賀市西与賀公民館）

　　 報告Ⅲ 「佐世保市における職員の養成と研修の新たな方向性」

　　　   口石　裕輔（佐世保市教育委員会　社会教育課）

　　 報告Ⅳ 「マスタープランの策定と職員研修の必要性」

　　　   西田　久（大牟田市地域コミュニティ推進課）

　6 月 30 日（日）10：00 ～ 12:30「佐賀市内エクスカーション」

◇会場：佐賀大学教育学部　本庄キャンパス１号館１階　多目的室

 （住所：〒 840-8502 佐賀市本庄町１番地）

◇アクセス：

　○佐賀駅バスセンターからバスで約 15 分　「4 番のりば」から市営バス 

    　　【  4 番】佐賀女子短大・高校線（中央大通り・辻の堂・佐賀大学前経由） 

    　　【11 番】佐賀大学・西与賀線 

    　　【12 番】佐賀大学・東与賀線 

    　　【63 番】佐賀女子短大・高校線（紡績通り・与賀町・佐賀大学前経由）で「佐賀大学前」下車

　○佐賀駅からタクシーで約 10 分

　○佐賀空港からタクシーで約 20 分

◇連絡先：松田武雄（中村学園大学）

　〒 814-0198 福岡市城南区別府 5-7-1

　TEL：092-851-6494

　E-mail：matsuda23@nakamura-u.ac.jp

◇開催責任者：上野景三（佐賀大学大学院学校教育研究科）

　TEL：0952-28-8266

　E-mail：uenok@cc.sag


